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Easter has its origins in European tradition. 
 
The name Easter comes from a pagan figure named 

Ēostre, who was the goddess of spring and fertility. The 

symbol of the goddess Ēostre was the rabbit, which was 

also known as a symbol of fertility. 
 
Historically, fertility rituals (and sacrifices) were held in 

honor of Ēostre during spring equinox. 
 

Today, Easter has become an almost completely 

commercialized holiday, with attention focused on the 

Easter bunny and Easter eggs. 
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イースターとキリストの復活の違い　
（簡単な説明）

イースター

イースターの起
き げ ん

源は、ヨーロッパの伝
でんせつ

統に由
ゆ ら い

来する。

イースターという名
な ま え

前は、春
はる

と豊
ほうじょう

穣の女
め が み

神であったエオストレと

いう異
いきょうと

教徒の人
じんぶつ

物に由
ゆ ら い

来している。

女
め が み

神エオストレのシンボルはウサギで、これは豊
ほうじょう

穣のシンボルと

しても知
し

られていた。

歴
れきしてき

史的には、春
しゅんぶん

分の日
ひ

にエオストレに敬
け い い

意を表
あらわ

して豊
ほうじょう

穣の儀
ぎ し き

式

（と生
い

け贄
にえ

）が行
おこな

われていたとされている。

今
こんにち

日、イースターは、イースターバニーのウサギやイースターエッグ

に注
ちゅうもく

目が集
あつ

まり、ほぼ完
かんぜん

全に商
しょうぎょうか

業化された祝
しゅくじつ

日となりました。
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（と生
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今
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目が集
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かんぜん
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しょうぎょうか
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しゅくじつ
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ふっかつ

活

復
ふっかつ

活とは、イエス・キリストが死
し

と罪
つみ

の罰
ばつ

に打
う

ち勝
か

ち、墓
はか

からよみ

がえった日
ǿ

のことです。キリスト教
きょう

の歴
れ き し

史の中
なか

で、この勝
しょうり

利と喜
よろこ

Ȁ

に満
み

ちた時
じ き

期を、キリスト教
きょうと

徒が祝
いわ

う日
ǿ

です。聖
せいしょてき

書的に言
い

えば、

キリストの復
ふっかつ

活とイースターには何
なん

の関
かんけい

係もありません。

古
こ だ い

代ローマカトリック教
きょうかい

会は、キリスト教
きょう

が非
ǿ

キリスト教
きょうと

徒に

とってより魅
みりょくてき

力的に見
み

えるように、イエスの復
ふっかつ

活を祝
いわ

うことと

イースターのお祝
いわ

いを混
こんどう

同していたのです。

多
おお

くのキリスト教
きょうと

徒は、イエスの復
ふっかつ

活を祝
いわ

う日
ǿ

を「イースター」と

呼
よ

ぶべきではないと信
しん

じています。

「復
ふっかつ

活の日
にちようȀ
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ふっかつさい

活祭」が適
てきせつ

切であり、聖
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書的なものである。
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中しよう
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